






















































































































































































































Cobr RGB x y
blue （0，95，220） 0.182 0.228
green （0，145，55） 0.287 0.449
parple （135，0，255） 0.222 0.183
pink （226，0，110） 0.463 0.267
red （240，0，0） 0.608 0.330














































































































































































































































































あり .897 .015 .866 .928



































10項目 .822 .016 .791 .854


































































































































































































































































































































































































色 N 平均値 標準偏差
Green 22 0.4532 0.20511
Blue 22 0.5109 0.16716
Magenta 22 0.4168 0.18927
Orange 22 0.6318 0.19424
Red 22 0.5736 0.20337




















































２ .749 .030 .687 .811
３ .537 .035 .465 .610
４ .539 .027 .483 .596
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ので，そのように受け止められるだけなのかも
しれない。近年急速に事実の集積が進んでいる
ように，非意識的な処理過程が広汎な現象に影
響を与えているという事実の一般性を考えれば，
言語情報も非言語情報も同じ程度に非意識的処
理過程に負うところが大であるとも考えられる。
言語情報と画像情報の違いは，後者が意味記憶
へ直接的にアクセス可能な点にあるのかもしれ
ない。このgist的理解の迅速性とおそらくその
操作容易性がVBMの容量の少なさをカバーし
ている可能性がある。またしかし，本実験から
明らかなように，そのgist的情報が定着し，持
続性を持つためには１秒から２秒以上の時間が，
少なくとも多くの画像が連続的に与えられる場
合には必要なのであろう。
